
別記様式  

令和７年度学校評価報告書  
令和８年（2026年）３月18日    

 北海道教育委員会教育長  様  
                            北海道石狩南高等学校長  三 浦  治  彦   
 次のとおり令和７年度の学校評価について報告します。  
 
１ 本年度の重点目標  

・資質・能力の確実な育成・定着  
・学校組織の強化・活性化による人材育成  
・地域創造に向けた学校の魅力化  

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策  
 
評価項目  

 
自己評価の結果  

 
学校関係者評価の結果  

 
 
 

学校経営  

・学校教育目標の実現に向けて、前年度の評
価や反省を生かした実効性のある組織運
営を行うなど、生徒・保護者等・地域の期
待と信頼に応える教育活動に努めている。 

・学年・分掌が年度当初に掲げた目標に対し
て、達成状況を適宜把握し、工夫・改善に
努めている。  

・生徒、保護者等、地域の方々の期待と信
頼に応える学校経営を行っている。  

・本校の取組が一層広く伝わるために、積
極的かつ迅速な情報提供を行ってほし
い。  

改善方策  ・抱える学校課題を解決するための協働体制を確立するために、分掌の業務分担や職務
内容の明確化を図るとともに、ゆとりをもって取り組める環境を整備する。  

 
 
 

学習指導  

・「授業第一主義」を掲げ、生徒にとって分
かりやすい、丁寧な授業を実践するととも
に、学習習慣の確立及び学習意欲の高揚に
努め、教員集団が日々連携や研鑽を深めて
いる。  

・生徒の学習状況を適切・客観的に評価する
評価規準を設定し、生徒の学ぶ意欲を引き
出すなど、観点別学習状況の評価の研修を
重ねるとともに、ＩＣＴ教育の充実に努め
ている。  

・校内研修の充実を図ることで、授業改善
の意識を教員間で共有し、生徒の実情に
対応した授業改善が行われていること
は評価できる。  

・指導方法や評価方法の更なる工夫・改善
を図り、生徒の確かな学力を向上させて
ほしい。  

改善方策  ・校内研修の活性化など、学習指導要領の適切な実施に向けた取組を継続するとともに、
ＩＣＴ機器を活用した授業改善で、生徒の学習意欲を向上させるよう工夫する。  

 
 
 

生活指導  

・基本的な生活習慣の確立や非行事故の未然
防止を促すため、教職員の共通理解・共通
認識が図られるよう努めている。  

・生徒の悩みに気付くよう、面談週間等を実
施して、個に応じた丁寧な指導に努めてい
る。  

・生徒が主体的に生徒会活動に関わり、自他
を尊重するとともに、社会性を培う機会が
充実されるよう努めている。  

・自転車マナーが悪いと指摘される場面が
多いと聞いたので、交通安全教育の充実
が必要ではないかと思われる。  

・生徒が抱える悩み等に、学校全体で組織
的に対応できるように、更なる工夫をし
てほしい。  

改善方策  ・生徒一人ひとりに対して教職員と保護者等の共通理解を図るとともに、個に応じたき
め細かな支援を行うよう工夫する。  

 
 

進路指導  
キャリア教育  

・生徒一人ひとりの進路意識を高揚させ、生
徒の能力や適性、希望等に応じた組織的・
計画的な進路指導に努めている。  

・キャリア教育について、生徒の育成を促す
キャリア学習プログラムの工夫・改善を図
るとともに、探究活動の実施に向けた計画
的・組織的な指導に努めている。  

・生徒と保護者等との連携をより一層図る
ことで、信頼関係に基づいた進路指導を
実施し、多様な進路実現を行える生徒の
育成を期待している。  

・生徒一人ひとりが、自分のよさや可能性
を認識できるように、計画的・組織的な
キャリア教育を目指してほしい。  

改善方策  ・進路実現に向かって進むにあたり、チャレンジ精神を持ち続け、粘り強く取り組む姿
勢を育むため、多面的にサポートし、保護者への情報提供を継続実施する。  

 

健康・安全指導  

・感染症や熱中症等について、対応策の実施
や情報提供を行うことで、生徒の生活状況
を見極めながら、適切な対応が取れる大人
に成長できるよう努めている。  

・より安心で安全な学習環境の整備に向け
て、引き続き対応をお願いしたい。  

改善方策  ・生徒の健康・安全を第一に考え、学校運営・教育活動について今後も適切に対応すう
とともに継続した取組を実施する。  

 
公表方法  

 

 
  本校の学校ウェブページに掲載する 
 

３ 添付資料  
    
    ○令和７年度北海道石狩南高等学校学校評価（生徒・保護者・教職員アンケート集計結果） 
 


